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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間（平成26年１月１日～９月30日）における我が国の経済は、３月までは設備投資の増

加や円安の定着、消費税増税前の個人消費の駆け込み需要等で緩やかに景気が拡大してきましたが、４月以降は駆

け込み需要の反動減からの持ち直しが遅く、景気の改善が不透明な状況となりました。

 当社グループが主に事業を展開する国内のBtoB（企業間電子商取引）市場は、平成25年のインターネットによる

企業間電子商取引が前年比4.4％増の186兆円、全ての商取引に対する電子商取引の割合であるEC化率が前年比0.4

ポイント増の17.9％と、着実に拡大が進んでおります。（経済産業省「平成25年度我が国経済社会の情報化・サー

ビス化に係る基盤整備（電子商取引に関する市場調査）報告書」） 

  このような環境下にあって、当社グループは当第３四半期連結累計期間におきまして、継続的な事業の成長と収

益性の向上を目標に「業界標準化へ向けたフード業界BtoBの強化」、「戦略子会社による２事業の黒字化」、「他

業界BtoBの展開」、「BtoB＆クラウドプラットフォーム（次世代プラットフォーム）の稼動」に取り組みました。 

 その結果、「ASP受発注システム」等の順調な利用拡大により、当第３四半期連結会計期間末（平成26年９月

末）の「FOODS Info Mart」利用企業数（海外事業を除く）は、前連結会計年度末比2,168社増の36,370社（売り手

企業：同1,915社増の29,172社、買い手企業：同253社増の7,198社）となりました。 

 当第３四半期連結累計期間の売上高は、「ASP受発注システム」、「ASP規格書システム」等の国内における利用

拡大によりシステム使用料が増加し、3,630百万円と前年同期比454百万円(14.3％)の増加となりました。 

 利益面は、売上高の増加に加え、前連結会計年度における「BtoB＆クラウドプラットフォーム（次世代プラット

フォーム）」のリリースに伴う既存プラットフォームの期間短縮による償却が前連結会計年度末に完了したことか

らソフトウエア償却費（売上原価）が減少し、営業利益は1,387百万円と前年同期比556百万円(66.9％)の増加、経

常利益は1,390百万円と前年同期比553百万円(66.1％)の増加、四半期純利益は847百万円と前年同期比349百万円

(70.0％)の増加となりました。 

 

 セグメント別の業績は次のとおりであります。 

 

ⅰ．ＡＳＰ受発注事業 

 「ASP受発注システム」は、外食チェーン、給食会社、ホテル等の買い手新規稼動が順調に進み、買い手店舗

数、売り手企業数が増加いたしました。新規営業では、アライアンスパートナー（既存売り手企業・提携システム

会社等）からの紹介案件も継続的に発生いたしました。また、前連結会計年度に新設いたしました西日本営業所

（大阪）による西日本エリアの新規案件も増加いたしました。 

 その結果、当第３四半期連結会計期間末の買い手企業の稼動社数は1,413社（前連結会計年度末比148社増）

（注）、買い手企業の利用店舗数は29,103店舗（同2,090店舗増）、売り手企業数は25,718社（同1,672社増）

(注）、当第３四半期連結累計期間のASP受発注取引高は6,704億円（前年同期比12.3％増）となりました。 

 当第３四半期連結累計期間の「ＡＳＰ受発注事業」の売上高は2,147百万円と前年同期比217百万円(11.3％)の増

加、営業利益は1,054百万円と前年同期比118百万円(12.7％)の増加となりました。 

 

ⅱ．ＡＳＰ規格書事業 

 「ASP規格書システム」は、食の安全・安心をサポートする「商品規格書」データベースシステムとして、買い

手機能・卸機能・メーカー機能の自社システムでの利用及びそれぞれの取引先との利用の拡大を推進いたしまし

た。また、食の安全・安心に対する取り組みとして、大手外食・ホテルを中心に、仕入商品の規格書の整備、アレ

ルギー管理の強化を目的とした利用が進みました。 

 その結果、当第３四半期連結会計期間末の買い手機能は274社（前連結会計年度末比48社増）（注）、卸機能は

338社（同47社増）（注）、メーカー機能は5,524社（同560社増）（注）となりました。 

 当第３四半期連結累計期間の「ＡＳＰ規格書事業」の売上高は540百万円と前年同期比116百万円(27.5％)の増

加、営業利益は155百万円と前年同期比123百万円(389.5％)の増加となりました。 
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ⅲ．ＡＳＰ商談事業 

 「ASP商談システム」は、全国でのセミナー、取引活性化を目的としたメールマガジン等の販促活動を行い、新

規数が堅調に増加いたしました。また、売り手企業の収益拡大に貢献する新サービス「BtoB専用ホームページ」の

利用が進みました。

 その結果、当第３四半期連結会計期間末の売り手企業数は2,184社（前連結会計年度末比25社増）、買い手企業

数は6,983社（同230社増）(注）となりました。 

 当第３四半期連結累計期間の「ＡＳＰ商談事業」の売上高は592百万円と前年同期比62百万円(11.7％)の増加、

営業利益は210百万円と前年同期比154百万円(277.0％)の増加となりました。 

 

ⅳ．ＡＳＰ受注・営業事業 

 「ASP受注・営業システム」は、卸会社のデータ受注率及び売上のアップを目的としたコンサルティング、卸会

社の基幹システムとのデータ連動を推進し、発注店舗数の増加を図りました。また、美容業界向け「BEAUTY Info 

Mart（ビューティインフォマート）」、医療業界向け「MEDICAL Info Mart（メディカルインフォマート）」の実

績作りを行いました。 

 その結果、当第３四半期連結会計期間末の受注卸社数は180社（前連結会計年度末比８社増）、発注店舗数は

25,273店舗（同2,906店舗増）となりました。 

 当第３四半期連結累計期間の「ＡＳＰ受注・営業事業」の売上高は279百万円と前年同期比37百万円(15.4％)の

増加、営業利益は27百万円（前年同期は営業損失98百万円）となり、黒字転化いたしました。 

 

ⅴ．クラウドサービス事業 

 「Foods Info Rise 販促支援システム」、メニュー（レシピ）開発サービスの提供を推進いたしました。 

 その結果、当第３四半期連結会計期間末の食品メーカー利用社数は150社（前連結会計年度末比９社増）、卸会

社利用社数は165社（同１社増）となりました。 

 当第３四半期連結累計期間の「クラウドサービス事業」の売上高は72百万円と前年同期比19百万円(36.8％)の増

加、利益面は、システム関連費用及び人件費等の経費により営業損失31百万円（前年同期は営業損失38百万円）と

なりました。 

 

ⅵ．海外事業 

 中国での「SaaSシステム」の当第３四半期連結会計期間末の利用企業数は12社、４月よりサービスを開始いたし

ました台湾での「SaaS食品受発注システム」の新規稼動は１社となりました。 

 当第３四半期連結累計期間の「海外事業」の売上高は、予定していたシステム受託開発の計上が第４四半期にな

った関係で、24百万円と前年同期比4百万円(16.1％)の減少となりました。利益面は、人件費等の経費により営業

損失24百万円（前年同期は営業損失46百万円）となりました。 

 

（注）セグメント別の利用企業数は、システムを利用する利用企業数の全体数を表示しております。 

 

（２）財政状態に関する説明

①財政状態

 当第３四半期連結会計期間末（平成26年９月末）の資産合計は、5,085百万円（前連結会計年度末比97百万円

増）となりました。

  流動資産は、1,710百万円（前連結会計年度末比75百万円減）となりました。主な減少要因は、現金及び預金が

223百万円減少したことなどによるものであり、主な増加要因は、売掛金が108百万円増加したことなどによるもの

であります。

 固定資産は、3,375百万円（前連結会計年度末比173百万円増）となりました。主な増加要因は、ソフトウエア仮

勘定が356百万円増加したことなどによるものであり、主な減少要因は、ソフトウエアが90百万円減少、繰延税金

資産が86百万円減少したことなどによるものであります。 

 流動負債は、1,403百万円（前連結会計年度末比285百万円減）となりました。主な減少要因は、1年内返済予定

の長期借入金が216百万円減少、未払法人税等が213百万円減少したことなどによるものであり、主な増加要因は、

賞与引当金が89百万円増加したことなどによるものであります。 

 固定負債は、13百万円（前連結会計年度末比0百万円増）となりました。

 この結果、負債合計は、1,416百万円となりました。

 純資産は、3,669百万円（前連結会計年度末比383百万円増）となりました。主な増加要因は、利益剰余金が405

百万円増加（配当442百万円を実施した一方で、四半期純利益847百万円を計上）したことによるものであります。 
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②キャッシュ・フローの状況

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」）の残高は、前連結会計年度末に比

べ223百万円減少し、397百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。 

    （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動による資金の増加は、1,196百万円（前年同四半期は1,145百万円の増加）となりました。主な収入は、

税金等調整前四半期純利益1,390百万円、減価償却費546百万円であり、主な支出は、法人税等の支払額708百万円

であります。 

    （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動による資金の減少は、795百万円（前年同四半期は905百万円の減少）となりました。主な支出は、

「FOODS Info Mart」等システム開発に伴う無形固定資産の取得による支出785百万円であります。

    （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動による資金の減少は、624百万円（前年同四半期は308百万円の減少）となりました。主な支出は、長期

借入金の返済による支出216百万円、配当金の支払額408百万円によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当社グループは、当連結会計年度（平成26年１月１日～12月31日）におきまして、引き続き、６事業における各

システム・サービスの利用拡大を推進してまいります。

 

 通期につきましては、各システムの利用拡大によりシステム使用料が増加することから、売上高は5,212百万円

（前連結会計年度比20.1％増）となる見通しです。

 利益面につきましては、売上高の増加に加え、既存プラットフォームの期間短縮による償却が平成25年12月期末

に完了したことによりソフトウエア償却費（売上原価）が減少することから、営業利益は2,035百万円（同85.9％

増）、経常利益は2,026百万円（同83.0％増）、当期純利益は1,214百万円（同92.4％増）となる見通しです。

 

 上記連結業績予想は、前回公表（平成26年２月14日発表）から変更はありません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成25年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 620,263 397,212 

売掛金 1,035,508 1,144,095 

貯蔵品 4,762 4,533 

繰延税金資産 105,441 134,206 

その他 35,022 45,337 

貸倒引当金 △15,072 △15,102 

流動資産合計 1,785,927 1,710,282 

固定資産    

有形固定資産    

建物 63,573 63,573 

減価償却累計額 △38,464 △42,471 

建物（純額） 25,108 21,101 

工具、器具及び備品 136,235 142,611 

減価償却累計額 △115,848 △123,147 

工具、器具及び備品（純額） 20,386 19,463 

有形固定資産合計 45,494 40,565 

無形固定資産    

ソフトウエア 2,725,200 2,635,079 

ソフトウエア仮勘定 108,766 464,982 

その他 15,498 14,174 

無形固定資産合計 2,849,464 3,114,236 

投資その他の資産    

投資有価証券 0 0 

繰延税金資産 239,783 153,026 

その他 67,340 67,787 

投資その他の資産合計 307,124 220,813 

固定資産合計 3,202,083 3,375,615 

資産合計 4,988,010 5,085,897 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成25年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 160,177 133,927 

短期借入金 400,000 400,000 

1年内返済予定の長期借入金 288,000 72,000 

未払金 63,561 77,949 

未払法人税等 427,491 213,555 

賞与引当金 47,851 137,187 

その他 302,157 368,880 

流動負債合計 1,689,239 1,403,500 

固定負債    

資産除去債務 13,123 13,275 

固定負債合計 13,123 13,275 

負債合計 1,702,363 1,416,776 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,029,025 1,029,025 

資本剰余金 465,800 465,800 

利益剰余金 1,866,951 2,272,154 

自己株式 △35,554 △35,680 

株主資本合計 3,326,222 3,731,299 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 △68,121 △74,343 

その他の包括利益累計額合計 △68,121 △74,343 

少数株主持分 27,546 12,165 

純資産合計 3,285,647 3,669,121 

負債純資産合計 4,988,010 5,085,897 

 

- 6 -

株式会社インフォマート(2492)平成26年12月期 第３四半期決算短信



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 3,176,408 3,630,912 

売上原価 1,037,411 841,805 

売上総利益 2,138,996 2,789,107 

販売費及び一般管理費 1,307,591 1,401,581 

営業利益 831,404 1,387,525 

営業外収益    

受取利息 46 46 

為替差益 11,783 6,492 

未払配当金除斥益 463 111 

その他 8 0 

営業外収益合計 12,301 6,650 

営業外費用    

支払利息 6,105 3,055 

その他 695 768 

営業外費用合計 6,801 3,823 

経常利益 836,905 1,390,352 

特別損失    

固定資産除売却損 － 138 

特別損失合計 － 138 

税金等調整前四半期純利益 836,905 1,390,213 

法人税、住民税及び事業税 488,182 499,991 

法人税等調整額 △130,798 57,992 

法人税等合計 357,383 557,983 

少数株主損益調整前四半期純利益 479,521 832,230 

少数株主損失（△） △18,953 △15,380 

四半期純利益 498,474 847,610 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 479,521 832,230 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 △10,819 △6,222 

その他の包括利益合計 △10,819 △6,222 

四半期包括利益 468,701 826,007 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 487,654 841,387 

少数株主に係る四半期包括利益 △18,953 △15,380 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 836,905 1,390,213 

減価償却費 754,894 546,436 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,486 30 

賞与引当金の増減額（△は減少） 73,757 89,336 

受取利息及び受取配当金 △46 △46 

支払利息 6,105 3,055 

為替差損益（△は益） △11,783 △6,489 

固定資産除売却損益（△は益） － 138 

売上債権の増減額（△は増加） △35,433 △108,566 

仕入債務の増減額（△は減少） △35,497 △26,253 

未払消費税等の増減額（△は減少） 38,681 27,904 

その他 △12,873 △8,121 

小計 1,620,197 1,907,638 

利息及び配当金の受取額 44 40 

利息の支払額 △6,918 △3,149 

法人税等の支払額 △467,438 △708,412 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,145,883 1,196,117 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △14,167 △9,429 

無形固定資産の取得による支出 △888,324 △785,246 

その他 △3,353 △479 

投資活動によるキャッシュ・フロー △905,845 △795,156 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 150,000 － 

長期借入金の返済による支出 △216,000 △216,000 

配当金の支払額 △241,537 △408,108 

自己株式の取得による支出 △937 △126 

財務活動によるキャッシュ・フロー △308,475 △624,235 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,874 222 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △66,562 △223,051 

現金及び現金同等物の期首残高 583,561 620,263 

現金及び現金同等物の四半期末残高 516,999 397,212 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

   該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

   該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年１月１日 至 平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期 
連結損益 
計算書 
計上額 

（注）２ 
 

ＡＳＰ 
受発注事業 

ＡＳＰ 
規格書事業 

ＡＳＰ 
商談事業 

ＡＳＰ 
受注・営業 

事業 

クラウド 
サービス 

事業 
海外事業 計 

売上高                  

外部顧客への
売上高 

1,929,298 424,265 530,398 240,183 50,955 1,306 3,176,408 － 3,176,408 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

10 － － 1,800 1,725 28,039 31,574 △31,574 － 

計 1,929,309 424,265 530,398 241,983 52,680 29,345 3,207,982 △31,574 3,176,408 

セグメント利益
又は損失（△） 

935,624 31,787 55,729 △98,223 △38,472 △46,677 839,767 △8,363 831,404 

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の△8,363千円は、セグメント間取引消去等であります。
   ２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。

 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期 
連結損益 
計算書 
計上額 

（注）２ 
 

ＡＳＰ 
受発注事業 

ＡＳＰ 
規格書事業 

ＡＳＰ 
商談事業 

ＡＳＰ 
受注・営業 

事業 

クラウド 
サービス 

事業 
海外事業 計 

売上高                  

外部顧客への
売上高 

2,147,130 540,761 592,658 277,551 70,203 2,606 3,630,912 － 3,630,912 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

31 － － 1,800 1,885 22,024 25,740 △25,740 － 

計 2,147,162 540,761 592,658 279,351 72,088 24,631 3,656,653 △25,740 3,630,912 

セグメント利益
又は損失（△） 

1,054,221 155,610 210,079 27,088 △31,162 △24,048 1,391,789 △4,263 1,387,525 

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の△4,263千円は、セグメント間取引消去等であります。

   ２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

株式分割及び定款の一部変更 
  平成26年10月31日付取締役会決議により、株式分割及び定款の一部変更について決定いたしました。 

 
(1) 株式分割及び定款の一部変更の目的 

当社株式の投資単位当たりの金額を引き下げ、株式の流動性を高め、投資家層の拡大を図ることを目的としてお
ります。 

 
(2) 株式分割の概要 
① 分割の方法 
  平成26年12月31日（水曜日）を基準日（同日は株主名簿管理人の休業日につき、実質上の基準日は同年12月
30日（火曜日）として、同日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主の所有する普通株式１株につき２株
の割合をもって分割いたします。 

② 分割により増加する株式数 

株式分割前の発行済株式総数  30,376,000株 

今回の分割により増加する株式数 30,376,000株 

株式分割後の発行済株式総数 60,752,000株 

株式分割後の発行可能株式総数 180,352,000株 

③ 分割の日程 
基準日の公告日  平成26年12月15日 
基準日      平成26年12月31日 
効力発生日    平成27年１月１日 

 
(3) １株当たり情報に及ぼす影響 
   当該株式分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定した場合の１株当たり情報は、以下の通りとなりま
す。 

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成25年１月１日 
至 平成25年９月30日）

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成26年１月１日 
至 平成26年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 8円62銭 １株当たり四半期純利益金額 14円35銭 
潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 8円30銭 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 14円06銭 
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